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研究機関：広島大学 

研究課題名  C 型肝炎ウイルス排除治療による肝硬変患者のアウトカムに関する多施設

共同観察研究 

研究代表者名  大阪大学大学院医学系研究科消化器内科学 教授 竹原徹郎 

研究責任者名  広島大学大学院医系科学研究科消化器内科学 講師 三木大樹 

研究期間    2019 年 3 月 29 日～202６年 3 月 31 日 

対象者 

 2019 年 2 月から 202１年 12 月までに、広島大学病院消化器・代謝内科において、C 型肝硬

変に対して抗ウイルス治療が開始された方。 

意義・目的 

新たな抗 C 型肝炎ウイルス薬（direct-acting antivirals：DAA）の登場により、これまで治療

が困難であった肝硬変の患者さんにおいても、ウイルスを排除する治療を受けることができるよう

になりました。しかし、ウイルスを


